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連日の猛畢が続くなかく会
‐
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います。‐今年の夏は特に暑かつたです。     ■
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シ
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セ
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．鰺
　
　
理
事
長

森

田
　
弘

理
事
長
に
就
任
し
て
早
や

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

会
員
皆
様
方
の
温
い
こ
支
援
の
下
、
平
成
二
十
年
度

の
総
会
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
の
市
町
村
大
合
併
と
共
に
誕
生
し
、
丸
三
年

を
経
過
し
た
白
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
今
日

ま
で
会
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
白
山
市
ほ
か
公
共
団
体
、

民
間
事
業
所
、　
一
般
家
庭
等
の
温
か
い
こ
支
援
に
よ
り
、

順
調
に
業
績
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各

位
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
、
日
本
経
済
は
、
米
国
の

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
□
―
ン
問
題
を
き
っ
か
け
に
、

原
油
、
原
材
料
の
高
騰
に
よ
る
企
業
業
績
の
悪
化
、

消
晉
一者
物
価
の
急
上
昇
と
景
気
の
先
行
き
に
深
刻
な

不
安
感
が
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の

「イ
ン
フ
レ

不
況
」
に
ど
う
対
応
す
る
か
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
基
本
理

念
で
あ
る

「自
主
、
自
立
、
共
働
、
共
助
」
の
も
と
、

こ
の
難
局
を
何
と
し
て
も
乗
り
切
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
各
位
の
温
か
い
こ
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。



平
成
１９
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周

当
セ
ン
タ
ー
平
成
１９
年
度
の
会
員

数
は
、
統
合
後
、
初
め
て
湖
少
に
転

じ
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

団
塊
の
世
代
で
あ
る
定
年
退
職
者
の

継
続
一雇
用
等
に
よ
り
入
会
を
控
え
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
加
入
促
進
に

一
層
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
年

齢
構
成
で
は
、
６５
歳
～
６９
歳
の
人
が

多
く
入
会
し
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
一度
支
所
別
事
業
実
績
で

は
、
契
約
額
も
会
員
数
同
様
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
管
理
群

（施
設
管
理

等
Ｙ
‘

一
般
作
業
群

（屋
内
外
作
業
）

で
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
就

業
開
拓
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

平成20年 3月 31日 現在

勒 男 女

松 任 120人 50人 170人

石 28 12 40

由
ロ 野 12 1 13

笠 間 17 7 24

富 保 12 7 19

木 16 5
つ
こ

出 城 58 45 103

御 手 洗 23 7 30

旭 45 24 69

中 奥 34 29 63

林 中 23 15 38

郷 i5 5 20

山 島 27 12 39

千 代 野 40 15 55

加 賀 野 24 12 36

本所計 494 246 740

美 川 支 所 112 59 171

鶴 来 支 所 147 32 179

河 内 支 所 20 9 29

吉野谷支所 22 15 37

鳥 越 支 所 23 20 43

尾 口 支 所 7 14 21

白 峰 支 所 27 25 52

合  計 852 420 1,272

平成20年 3月 31日 現在

年 齢 別 男 女 計

60歳 未 満 2人 2人 4人

60～ 64歳 134 94 228

65～ 69歳 329 152 481

70～ 74歳 244 101 345

75～ 79歳 107 53 160

80歳 以 上 36 18 54

合   計 852 420 1,272

支所名 受託件数 技術群 鶴覇灘麟爾事務整理群 1輔 | 折衝外交群 ■1般作業群 サービス群 含|1計0

本 所 6,420 11,633,556 6010981639 17,428,708 112,833,807 10,393,245 170,024107[ 49,421,789 431,8331819

美  川 21221,824 61546,249 26,797 30,733,251 141544,76∠ 4,422,455 58,495,340

鶴  来 11,0581420 9,469,136 1、118,216 211708,563 1,263,049 30,936117 7,151,110 82,704,670

河  内 164 440,334 155,761 3,710 7,216,1lC 7,632 2,142,456 231,267 10,197,270

吉野谷 |,224,089 661188 0 6,141,311 0 1,502`923 822,931 9,7571442

鳥 越 208,530 653,716 350,776 5,746,02C 0 3,153,902 1,388,260 111501,213

尾  口 0 51512 0 2,156,49C 0 6,931,342 0 91093,344

白 峰 3,041,401 857,965 9,540 12,934,897 3981244 2,729,805 19,971,852

計 91518 29,828,154 771853,166 18,9371747 199,470,45〔 12,062170 231,965,443 63,437,812 633,554,950
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施
設
管
理
人
の
自
覚
と
責
任

美
川
浜
町

奥
谷
　
信

正

光
陰
矢
の
如
し
、
体
育
施

設
の
管
理
業
務
に
就
い
て
、

早
や
、
二
年
過
ぎ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
で
は
多
く
の
冑
少
年
の
方

が
利
用
さ
れ
、
出
入
り
す
る
人
も
非
常
に
多
く
、

時
間
も
長
い
為
、
少
し
で
も
利
用
者
に
気
持
ち

良
く
楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
顔
が
違
う
様

に
物
の
見
方
捉
え
方
も
総
て
異
な
る
為
、
接
客

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ト
ラ
ブ
ル
の
な
き
よ

う
冷
静
沈
着
な
判
断
こ
そ
必
要
不
可
欠
と
考
え

て
い
ま
す
。
我
々
公
共
施
設
に
従
事
す
る
管
理

人
と
し
て
依
り
大
切
な
事
は
、
利
用
者
の
二
―

ズ
を
的
確
に
掌
握
し
、
相
互
扶
助
の
精
神
と
強

力
な
信
頼
関
係
の
再
構
築
に
努
力
す
べ
き
と
思

慮
し
ま
す
。
人
と
の
出
会
を
依
り
大
切
に
し
、

親
し
み
あ
る
管
理
人
と
な
る
様
更
に
鋭
意
努
力

し
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
此
度
シ
ル
バ
ー

人
材

（入
会
す
る
機
会
を
得
た
事
に
対
し
、
感

謝
と
変
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
御
願

い
申
し
上
げ
、
）
〈【
員
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活

躍
と
こ
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

明
る
く
楽
し
く
生
き
よ
う

河
内
町
□
直
海

中
川
博
正

六
十
才
も
過
ぎ
第
二
の

人
生
、
孫
と
た
わ
む
れ
る
こ

と
も
楽
し
い
と
思
い
片
道
三

十
キ
ロ
の
保
膏
所
通
い
が
始
ま
っ
た
。
午
前
中

は
家
庭
菜
園
作
り
、
相
方
や
っ
て
見
る
と
な
か

な
か
奥
が
深
い
。
そ
ん
な
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。

そ
こ
ヘ
シ
ル
バ
ー
人
材
か
ら
入
会
の
誘
い
。
仕

事
は
草
刈
草
む
し
り
が
主
で
、
作
業
は
午
前
中

の
み
、　
一
ヶ
月
の
作
業
は
十
時
間
余
り
。
期
待

も
し
て
な
か
っ
た
が
少
な
い
の
で
が
っ
か
り
。

そ
ん
な
年
月
を
過
ご
し
て
い
た
。
市
町
村
合
併

に
併
う
統
合
か
ら
仕
事
が
増
え
、
請
習
会
研
修

会
と
ソ
フ
ト
面
の
行
事
も
あ
り
、
楽
し
く
活
動

出
来
る
人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。
理
事
長
さ
ん
始

め
事
務
局
の
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
孫
二
人
も
六
年
と
三
年
生
、
今
は
用
な
し
、

畑
は
地
力
が
つ
き
野
菜
は
生
き
生
き
と
冑
っ
て

い
る
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
益
々
発
展

す
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
私
は
幸
や
わ
せ
者
で

す
。
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
感
謝
！

株
式
会
社
ビ
ー
ク
ス

キ
ム
ラ

取
締
役
セ
ン
タ
ー
長
　
里
彬
レ
昭
キ
（

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
人
生
経
験
が
豊
富
な
方
が
多
く
、
社
員
以
上

の
仕
事
ぶ
り
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

私
ど
も
の
会
社
は
自
動
販
売
機
の
機
器
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
事
業
を
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
に

は
自
動
販
売
機
の
再
生
部
門
で
活
躍
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
汚
い
機
械
で
も
い
や
な
顔

一
つ
せ
ず
、
時
間
に
追
わ
れ
て
も
根
気
よ
く
こ

な
し
、
受
け
持
っ
て
い
る
作
業
以
上
に
会
社
の

事
を
考
え
て
、
段
取
り
を
決
め
た
り
、
助
言
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
で
、
毎
日
が
社
員
と
競
争

に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
に
対
し
、
社

員
と
同
等
な
お
付
き
合
い
を
し
て
お
り
、
「シ

ル
バ
ー
さ
ん
―
」
と
言
う
よ
リ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
名
前
で
呼
び
合
い
、
仕
事
に
も
隔
た
り
の

な
い
自
由
な
環
境
で
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
現
在
４
人
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
持
ち
の

中
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て
作
業
を
こ
な
し
、

丁
寧
で
真
心
が
こ
も
っ
た
温
か
み
の
あ
る
自
動

販
売
機
が
再
生
さ
れ
る
事
で
、
取
引
先
か
ら
も

喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

当
社
で
活
躍
し
て
い
だ
だ
き
、
社
業
の
業
績
ア

ツ
プ
の
重
要
な
戦
力
と
し
て
期
待
す
る
も
の
が

多
く
、
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
頑
張

り
や
さ
ん
ば
か
り
で
少
々
自
分
の
健
康
チ
エ
ツ

ク
も
忘
れ
そ
う
な
皆
さ
ん
が
心
配
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
し
ど
し
意
見
を
言
っ

て
い
た
だ
き
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
管
理
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
き

「
明
る
く
―
」
「楽
し
く
―
」
「笑
い
を
も

っ

て
―
」
家
庭
に
仕
事
に
、
毎
日
精

一
杯
元
気
で

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

本
当
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
―
本
当
に
あ
り

が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
―

シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

田
村
総
業
株
式
会
社

管
理
部

堀
江
崇
史

弊
社
に
は
、
五
ヶ
所
に
工
場
が
有
り
、
そ
の

周
り
に
は
、
植
栽
が
有
り
ま
す
。
そ
の
植
栽
の

手
入
れ
で
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り

六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。



以
前
の
植
栽
の
手
入
れ
の
仕
方
は
、
雑
草
が

伸
び
た
時
に
、
業
者
へ
、
発
注
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
当
初
の
美
し
さ
を
維
持
す
る
に
は
、
限

界
が
あ
り
ま
し
た
。
丁
度
こ
の
頃
よ
り

「工
場

の
修
繕

・
美
化
活
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

除
車
後
の
美
し
さ
を
維
持
す
る
為
に
、
「雑

車
の
成
育
期
間
中
、
継
続
し
て
除
草
作
業
に
来

て
頂
け
る
方
は
、
い
ま
せ
ん
か
」
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
へ
問
い
合
せ
し
来
て
頂
き

始
め
た
の
が
、
き
っ
か
け
で
す
。
シ
ル
バ
ー
さ

ん
の
仕
事
振
り
を
見
て
い
る
と
、　
一
本

一
本
の

雑
草
を
、
草
刈
鎌
で
根
元
か
ら
引
き
抜
く
、
丁

寧
な
や
り
方
で
、
終
っ
た
後
を
見
る
と
地
面
が

見
え
、
こ
こ
に
雑
草
が
生
え
て
い
た
の
か
、
と

思
う
程
美
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。
雑
草
が
無

く
な
る
と
、
次
は
樹
木
の
枝
が
伸
び
、
バ
ラ
ン

ス
が
悪
く
な

っ
て
い
る
木
の
姿
が
日
に
映
り
、

剪
定
も
し
て
頂
く
様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
に
、
通
年
で
植
栽
部
が
美
し
く
な
る

と
、
次
は
建
物
の
汚
れ
や
錆
が
気
に
な
り
、
塗

装
が
で
き
る
方
を
探
し
て
も
ら
い
、
今
で
は
構

築
物
の
塗
装
も
、
や
っ
て
頂
い
て
ま
す
。

又
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の
丁
寧
な
仕
事
の
や
り

方
で
、
「鋼
材
製
品
の
塗
装
下
処
理
」
も
、
お

手
伝
頂
け
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
業
務
も
、
シ

ル
バ
ー
さ
ん
に
や
つ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

お
手
伝
い
を
頂
く
前
は
、
社
員

一
人
で
作
業

を
し
て
い
た
為
、
残
業
や
体
出
で
、
納
期
対
応

を
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
作
業
が
で
き
る
様
に

な
り
、
体
も
随
分
楽
に
な
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
シ
ル
バ
ー
の
方
々
に
は
、
健
康
に

気
を
付
け
て
頂
き
、
「弊
社
の
修
繕

・
美
化
の

向
上
」
並
び
に

「製
品
作
り
の
補
助
作
業
」
に

御
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
期
待
し
て
い
ま
す
。

絣
褥
兆
書
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
？

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

「高
齢
者
等
の
一屋

用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
市
町
村

ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
益
法
人
で
す
。
企
業

や
ご
家
庭
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
仕
事
を
引
き
受
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
に
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
方
々
が
働
く
こ
と
を
通
し
て
健
康
で
生
き
が

い
を
感
じ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
輔
セ
ン
タ
‡
蜀
軋
浴
鍾
颯
檜
鍾
燒

白
山
市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上
の
健
康
で
、働
く
意
欲
の
あ
る

方
で
あ
れ
ば
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
会
説
明
会
（毎
月

最
終
月
曜
日
の
午
後
２
時
、場
所
は
サ
ン
ラ
イ
フ
松
任
）を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、〈バ
員
に
な
り
た
い
方
は
、ぜ
ひ
出
席
し
て
下
さ
い
。

お
爾
寵
越
蝙

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

仕
事
を
頼
み
た
い

仕
事
の
ご
依
頼
は
、
お
電
話
さ
れ
る
か
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
注
可
能
な
仕
事
は
左
記
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（社
）
白
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
住
所
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
会
員
に
な
り
た
い
方
、
仕
事
の

こ
依
頼
は
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
ヘ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■シルバー人材センターのシステム■

(ただし、支所によってはお受けできない仕事も含んでます。)

受注可能な主な仕事の種類

パソコン、自動車運転

■般事務:宛 名書き―t筆耕

施設管理、駐車場管理

障子■換張替t大工11塗装●剪定

軽 作 業 分 野 清掃、除草、内職

サービス分野 家事援助 (清掃ヽ洗濯)

西新町170番 地 1

美 川 支 所 平D001ヌ■19番 地1

明島町春 180番 地2

河内町口1直海イ145番地

吉野 谷支 所 市原丁25番 地

上野雨‐||卜225地

女原 卜46番 地

白峰′|1ヽ1口番1地



シルバー会員の派遣について 隋

社団法人石川県シルバー人材センター連合会では、高齢者の多様な就業機会を確保するため、県内のシルバー

人材センターの会員を会社等に派遣する一般労働者派遣事業を行つています。

派遣契約

一
;

派遣料金支払

鶴喜り繁峯彗
● (派 遣元) |

労働契約
.■■‐―
‐ヽ・          ,― ・・●・・

賃金支払

３

４

５

指揮命令関係

派遣労働者は派遣先の指揮命令を受けて就業します。この場合、派遣先の従業員と一体になつて業務の遂行が

できます。

派遣労働者は、(社)石川県シルバー人材センター連合会との間に雇用契約を結んだ県内のシルバー人材セン

ターの会員です。

雇用期間は労働契約に定める当該派遣労働に従事する期間です。

(社)石川県シルバー人材センター連合会は派遣先と派遣契約を結びます。

派遣労働者の賃金は(社)石川県シルバー人材センター連合会が支払います。

専門技術分野

●経理事務 。財務管理

●翻訳 ・通訳 など

折衝 ・外交分野

●営業

●店員 など

工場内における業務

●製造に関する職種 など

事務業務

●一般事務

●受付業務 など

― 社会保険庁からのお知らせ―

「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください。

瀧勇話

●緑色の封筒でお届けしています。4月から5月までの間に、すべての年金受給者の方へお届けしています。

●年金の記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をいただき、必ずこ回答ください。

●年金記録が変わると、お受け取りいただける年金額が増える可能性が高いので十分にご確認ください。

【年金支給額が増えた例(A男さん75歳の場合)】
13か月分のお勤め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額が年額で約5万円増え、過去に受給できた

年金として約53万円をまとめて受け取れました。

●年金の記録に「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずむ回答ください。

O平 成8年以前に旧姓で年金にカロ入していた方は、特にこ注意願います。

0こ 家族の方などとこ一緒に、こ自身の年金記録について記憶をたどつてみてください。

4月 から5月 は

緑色の封筒 1鼈
※3月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」をお届けしている方は、年金記録にもれがある可能

性が高い方ですので、特に注意してこ確認ください。
(まず、「ねんきん特別便専門ダイヤル」にお電話ください。結びつく可能性のある記録について

の具体的な情報を提供いたします。)

C員 同
等の 同 い 画 ピ t`

1時～午後8時  ※左記以外の受付日時については、社会保険庁HP

I時～午後5時   (http〃 www sia gOJp/)でこ案内しております。

3からは「03‐6700-1144」にお電話ください。

目談は、「ねんきんダイヤル」0570‐05‐1165まで。

鯰 お近くの社会保険事務所。年金相談センター

※都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行つています。  ※詳しくは、HP(http:〃www.sia.gojp/)まで。

お聞い含せは
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シルバー人材センターはお仕事だけでなく、社会参カロや地域貢献のため、

下記のようなボランティアを実施しています。

清掃ボランテイア
(鶴来)

清掃ボランティア(本所)

歌謡クラブ慰間

剪定ボランティア(鶴来)
剪定ボランティア(本所)

白
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
は
や
四
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
あ
っ
と
言
う
間
に
月
日
が
過
ぎ

て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「シ

ル
バ
ー
だ
よ
り
白
山
」
で
す
が
、
昨

年
は
、
発
行
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
う

や
く
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
２
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
な

か
で
、
就
業
や
社
会
参
加
等
を
通
じ

て
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢

者
に
対
し
、
長
年
培
っ
て
き
た
経
験
、

知
識
等
を
生
か
し
就
業
機
会
を
提
供

す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
待
に
応
え
る

た
め
、
就
業
機
会
の
開
拓
と
会
員
の

技
術

・
技
能
の
向
上
等
に
事
務
局

一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
機
関
誌
に
寄
稿
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

◎

書

晰


